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諸 言  

戦 後 急 速 に 発 達 し た モ ー タ リ ゼ ー シ ョ ン の 波

は 、 必 然 的 に 様 々 な 交 通 問 題 を 引 き 起 こ し て

い る 。 そ し て 、 最 も 憂 慮 す べ き 事 は 交 通 事 故

の 激 増 で あ る 。 交 通 事 故 発 生 総 量 は 、 交 通 量 、

免 許 者 数 、 道 路 の 延 長 距 離 、 道 路 利 用 者 の 危

険 行 動 な ど の 増 大 要 因 と 、 交 通 秩 序 維 持 と 道

路 利 用 者 の 安 全 行 動 レ ベ ル の 引 き 上 げ と い っ

た 事 故 防 止 努 力 と の 関 数 で あ る と 言 わ れ て い

る 。 そ し て 、 交 通 事 故 防 止 対 策 は 交 通 の 分 離

度 、 速 度 の 適 正 制 御 度 、 道 路 の 視 覚 環 境 の 整

備 度 と 言 っ た 環 境 要 因 が 重 要 で あ る と さ れ て

い る 。 従 っ て 交 通 事 故 多 発 の 原 因 と し て 計 上

さ れ る 要 因 は 、 運 転 環 境 と し て の 道 路 の 未 整

備 、 運 転 技 術 の 未 熟 、 あ る い は 過 失 な ど の 運

転 者 自 体 の 問 題 、 そ し て 違 反 取 締 り の 不 徹 底

が 取 り 上 げ ら れ る こ と が 多 い 。  

 こ れ ら 多 発 す る 事 故 の 根 絶 を 期 し て 交 通 環

境 の 改 善 を 意 図 し た 交 通 施 策 の 実 施 、 さ ら に

は 、 車 両 自 体 の 安 全 性 の 向 上 を は じ め 、 運 転
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技 術 、 運 転 モ ラ ル の 浸 透 を め ざ し た 教 育 等 、

種 々 の 対 策 が 講 じ ら れ て い る 。 ま た 、 一 方 で

は 、 交 通 取 締 の 徹 底 を 基 と し た 法 執 行 分 野 の

努 力 が 積 み 重 ね ら れ て い る 。 こ れ ら は 、 個 々

の 事 故 そ の も の の 発 生 原 因 を 追 求 す る 面 で は

数 多 く の 情 報 を 提 供 す る こ と は 疑 い が な い 。  

事 実 、 飲 酒 や そ の 他 の 薬 剤 に よ る 運 転 者 の 過

失 に よ る 事 故 の 発 生 、 あ る い は 交 通 死 亡 事 故

の 原 因 の 一 つ に シ ー ト ベ ル ト の 着 用 の 有 無 な

ど が 指 摘 さ れ 、 こ の こ と 自 体 は 顕 著 な 交 通 事

故 防 止 の 意 義 を 果 た し て い る 。 し か し な が ら

こ れ ら の 諸 対 策 や 努 力 に も 関 わ ら ず 、 交 通 事

故 の 現 状 は 、 必 ず し も 満 足 す べ き 実 効 と な っ

て 反 映 し て い な い こ と も 事 実 で あ る 。 そ の 根

本 に は 、 交 通 事 故 原 因 に 関 す る 全 体 的 な 視 野

に 立 っ た 知 見 に 乏 し い 点 が あ げ ら れ る 。 事 故

の 発 生 機 序 に 関 す る 個 々 の 事 故 原 因 と は 別 個

の 全 体 的 環 境 要 因 に つ い て 考 察 し た 研 究 は 少

な い 。  
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 本 研 究 は 、 人 間 行 動 と し て の 交 通 事 項 発 生

原 因 に つ い て 、 最 近 の 事 故 状 況 を 分 析 し 、 交

通 事 故 の 傾 向 を 考 察 し 、 加 え て 交 通 事 故 防 止

の 総 合 対 策 に 寄 与 し よ う と す る も の で あ る 。  

 

方 法  

資 料 ： １ ９ ８ ２ 年 か ら １ ９ ９ １ 年 ま で に 、

兵 庫 県 警 察 本 部 が 処 理 し た 交 通 事 故 に 関 す る

統 計 を 用 い た 。 各 数 値 は 、 兵 庫 県 警 察 本 部 交

通 企 画 課 が ま と め た 「 交 通 年 間 」 （ １ ９ ８ ２

～ １ ９ ９ １ 年 版 ） に 掲 載 さ れ て い る も の を 利

用 し た 。  

 分 析 処 理 ： 道 路 に お い て 、 車 両 及 び 列 車 の

交 通 に よ っ て 起 こ さ れ た 事 故 で 、 人 の 死 亡 又

は 負 傷 を 伴 な う 事 故 （ 以 下 人 身 事 故 と す る ）

を 分 析 対 象 と し た 。  
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結 果  

１  概 要  

 図 １ は 、 昭 和 57 年 以 降 の 交 通 情 勢 の 推 移 で

あ る 。 人 身 事 故 件 数 、 運 転 免 許 人 口 、 自 動 車

保 有 台 数 に つ い て 、 昭 和 ５ ７ 年 を 基 準 と し た

指 数 で 示 し て い る 。 い ず れ と も 増 大 の 傾 向 指

摘 さ れ る も の の 、 自 動 車 台 数 及 び 免 許 人 口 の

線 型 的 増 大 に 比 べ て 、 人 身 事 故 は ６ ０ 年 以 降 、

階 段 状 の 増 加 が 認 め ら れ て い る 。  

２  発 生 地 区  

 図 ２ は 、 人 身 事 故 発 生 の 地 区 別 を ま と め て

い る 。 神 戸 ・ 阪 神 地 区 ・ 東 ・ 西 播 地 区 に 事 故

発 生 が ほ と ん ど 集 中 し て い る 。 ま た 、 道 路 別

で は 市 道 が 、 県 道 、 国 道 の 約 ２ 倍 の 発 生 件 数

と な っ て い る 。 （ 図 ３ ）  

３  事 故 状 態  

 人 身 事 故 の 発 生 状 況 に つ い て 、 事 故 類 型 別

に ま と め て み る と 、 車 両 相 互 に よ る も の が 圧

倒 的 に 多 く 、 つ い で 自 転 車 対 車 両 、 人 対 車 両

と な っ て い る 。 車 両 単 独 は 、 少 な い 。 （ 図 ４ ）  



図１　人身事故の分析 （交通情勢等）

図２　人身事故の分析 （地区別）

図３　人身事故の分析 （道路別）

図４　人身事故の分析 （事故類型別）
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 ４ 類 型 事 故 の 発 生 状 況 で は 、 二 輪 車 事 故 及

び 出 合 頭 が 数 も 多 く 、 増 大 傾 向 に あ っ た が 、

近 年 若 干 減 少 に 転 じ て い る 。 出 合 頭 事 故 は 再

び 増 加 の 気 運 が 否 定 で き な い 。 歩 行 者 横 断 事

故 は 徐 々 に 減 少 し つ つ あ る が 、 一 定 の 発 生 を

継 続 し て い る 。 一 時 増 加 を 懸 念 さ れ て い た カ

ー ブ 事 故 も 、 増 加 の 傾 向 は 鎮 静 し て い る も の

の 無 視 で き な い 。  

 次 に 、 事 故 発 生 者 の 年 令 別 に ま と め た も の

が 図 ６ で あ る 。 ２ ０ 歳 代 が 最 も 多 く 激 増 し て

い る 。 ３ ０ 歳 代 は 激 減 の 傾 向 に あ り 、 平 成 元

年 あ た り か ら ４ ０ 歳 代 と 逆 転 し て い る 。 ５ ０

歳 及 び ６ ０ 歳 代 と も 、 １ ６ － １ ９ 歳 と と も に

増 加 し て い る 、 １ ５ 歳 以 下 は わ ず か づ つ 減 少

し て い る 。  

４  違 反 ・ 原 因 状 況  

 事 故 原 因 の 推 移 を み て み る と 、 信 号 無 視 に

よ る も の が 、 昭 和 ５ ８ 年 に 違 反 原 因 中 最 大 の

要 因 と な っ て 以 来 、 年 々 増 加 傾 向 に あ る 。  

一 方 、 安 全 運 転 義 務 違 反 は 、 近 年 減 少 傾 向 に



図５　人身事故の分析 （４類型別）

図６　人身事故の分析 （年齢別）
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あ る と は い え 、 事 故 の 違 反 要 因 で は 相 変 わ ら

ず 上 位 を 占 め て い る 。 （ 図 ７ ）。 そ の 他 違 反 で

は 、 通 行 区 分 等 違 反 に よ る も の が 著 し く 増 大

し て い る 。 ま た 、 速 度 超 過 お よ び 直 前 直 後 の

横 断 に よ る も の も 増 大 し て い る 。 酒 酔 い 運 転

も 相 変 わ ら ず 増 大 傾 向 に あ る 。 飛 び 出 し に よ

る も の の み が 減 少 し て い る 。 （ 図 ８ ）  

５  事 故 実 態  

 図 ９ に 、 月 別 の 事 故 発 生 状 況 の 推 移 を ま と

め て あ る 。 ９ 月 お よ び １ ０ 月 を 除 き 、 増 減 は

あ る も の の 、 さ し た る 差 異 は 指 摘 で き な い 。  

 図 １ ０ で は 、 曜 日 別 の 発 生 状 況 が ま と め ら

れ て い る 。 以 前 か ら の 土 曜 日 に 多 発 の 傾 向 が

指 摘 さ れ て い た が 、 金 曜 日 に も 伝 播 し 、 日 曜

日 の 増 加 も 目 立 っ て い る 。 全 般 的 に は 、 い ず

れ の 曜 日 に も 発 生 が 分 散 し つ つ あ る 。  

 図 １ １ は 、 事 故 発 生 件 数 と 月 齢 の 関 係 に つ

い て ま と め た も の で あ る 。 兵 庫 県 内 で 発 生 し

た 過 去 １ ０ 年 間 の 発 生 総 数 を 月 齢 日 毎 に 示 し

て あ る 。 こ こ で は 、 上 弦 期 の 事 故 発 生 が 集 中



図７　人身事故の分析 （違反 ・ 原因別）

図８　人身事故の分析 （違反 ・ 原因別）

図９　人身事故の分析 （月別）

図１０　人身事故の分析 （曜日別）
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し て い る の が 特 徴 で あ る 。  

 図 １ ２ は 、 時 間 別 の 事 故 発 生 状 況 の 推 移 が

示 し て あ る 。 過 去 １ ０ 年 を 通 じ て 、 １ ２ 時 か

ら １ ８ 時 の 間 に 最 も 多 く 事 故 が 発 生 し 続 け て

お り 、 次 い で ６ 時 か ら １ ２ 時 、 １ ８ 時 か ら ２

４ 時 の 間 と な っ て い る 。 ０ 時 か ら ６ 時 で も 人

身 事 故 の 発 生 は 他 の 時 間 帯 に 比 較 し て 少 な い 。  

 

考 察  

 人 身 事 故 発 生 の 概 要 か ら 考 察 す る 。 人 身 事

故 の 発 生 は 、 自 動 車 台 数 や 免 許 取 得 者 の 増 加

と 一 義 的 に 関 連 し て い な か っ た 。 む し ろ 、 事

故 発 生 は 、 外 的 な 規 制 に よ っ て 一 時 的 に 抑 止

さ れ る 傾 向 が 強 く 示 唆 さ れ た 。 即 ち 、 昭 和 ５

８ 年 に は 原 動 機 付 自 転 車 の 安 全 技 術 制 度 の 強

化 に よ っ て 免 許 の 準 仮 停 止 制 度 が 拡 大 さ れ 昭

和 ６ ０ 年 に は ユ ニ バ ー シ ア ー ド 開 催 と と も な

う 幹 線 道 路 の 整 備 及 び 道 路 交 通 法 の 一 部 改 正

に よ る 原 動 付 自 転 車 乗 用 時 の ヘ ル メ ッ ト 着 用

の 義 務 化 が 進 展 さ れ 、 そ れ ぞ れ 人 身 事 故 発 生



図１１　人身事故 （昭和５７年～平成３年） １０年

図１２　人身事故の分析 （時間別）

参考　人身事故の分析 （状態別）
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の 抑 止 に 効 果 が 認 め ら れ て い る 。 但 し 、 昭 和

６ ３ 年 に は 、 再 び 事 故 は 増 加 に 転 じ て お り 、

こ れ ら の 行 政 的 対 策 の 効 果 は 略 年 数 し か 持 続

し な い こ と も 事 実 で あ る 、 そ の 後 も 、 道 路 交

通 法 の 改 正 、 取 締 り の 強 化 が 図 ら れ 、 一 時 的

な 増 加 の 抑 止 を 目 指 し た 継 続 的 な 努 力 が な さ

れ な け れ ば な ら な い 。  

 発 生 地 区 別 で は 事 項 集 中 及 び 幹 線 道 路 の 整

備 さ れ た 神 戸 ・ 阪 神 地 区 、 及 び 比 較 的 工 業 地

域 が 多 い 東 播 ・ 西 播 地 区 に 事 故 の 発 生 が 集 中

し て い る 。 道 路 別 で は 市 道 に お け る 人 身 事 故

の 発 生 が 特 徴 的 で あ る 。 比 較 的 限 ら れ た 道 路

の 割 に 、 一 般 歩 行 者 の 多 い 市 道 は 、 い わ ゆ る

「 生 活 道 路 」 と し て の 役 割 が 強 く 、 そ の 分 事

故 の 発 生 が 多 く 認 め ら れ る も の と 考 え ら れ る 。

こ れ ら の 事 は 、 人 身 事 故 は 道 路 網 が 発 達 し た

地 区 の 生 活 道 路 周 辺 で 多 く 発 生 し て い る こ と

を 意 味 し て い る 。 こ の よ う な 交 通 事 故 多 発 地

域 に 対 す る 重 点 対 策 が 効 率 的 に 推 進 さ れ な け

れ ば な ら な い 。  
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 事 故 類 型 で は 、 車 両 相 互 の 人 身 事 故 が 圧 倒

的 に 多 発 し て い る 。 人 身 事 故 の 発 生 は 、 相 対

す る 当 事 者 の 存 在 に よ っ て 大 き く 左 右 さ れ る

も の と 考 え ら れ る 。  

 ４ 類 型 事 故 別 で は 、 二 輪 車 事 故 及 び 出 合 頭

事 故 が 多 数 を 占 め て お り 、 二 輪 者 単 独 自 体 で

は 減 少 の 気 運 が 期 待 で き る も の の 、 代 わ っ て 、

出 合 頭 事 故 が 増 加 し て い る 。  ＊ ＊ ＊ ＊  

事 故 発 生 者 の 年 令 で は 、 ２ ０ 歳 代 が 最 も 多

く 、 稚 揺 な 運 転 技 術 も 加 え 、 無 謀 走 行 を 行 い

が ち で あ る と の 運 転 者 特 性 に 起 因 す る も の と

考 え ら れ る 。 そ の 一 方 で 、 ３ ０ 歳 代 で は 最 近

減 少 し て い る の に 反 比 例 し て 、 ４ ０ 歳 代 、 ５

０ 歳 代 、 ６ ０ 歳 代 の 増 大 と い う よ う に 、 事 故

化 社 会 に 対 応 し た 交 通 環 境 に 整 備 す る と と も

に 、 運 転 施 策 の 見 直 し の 必 要 性 が 予 想 さ れ る 。  

 違 反 原 因 別 で は 、 安 全 運 転 義 務 違 反 お よ び

信 号 無 視 が 主 で あ る 。 特 に 、 信 号 無 視 は 増 加

傾 向 が 著 し く 、 人 身 事 故 発 生 の 大 き な 要 因 で

あ り 、 今 後 の 大 き な 課 題 で あ る 。 安 全 運 転 義
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務 違 反 は 、 定 義 の あ い ま い さ に 起 因 し て 多 数

計 上 さ れ て い る も の の 、 事 故 分 析 の 精 密 化 に

よ り 、 減 少 傾 向 に あ る 。 さ ら に 、 通 行 区 分 違

反 に よ る 事 故 の 発 生 も 増 加 し 、 速 度 超 過 と 共

に 大 き な 問 題 を 提 起 し て い る 。 法 令 改 正 に と

も な う 教 育 の 不 徹 底 が 、 運 転 現 場 で の 混 乱 を

ま ね て い る の か も し れ な い 。 ま た 、 酒 酔 い 運

転 は 、 依 然 と し て 跡 を 絶 た ず 、 か え っ て 最 近

ま た 再 燃 し つ つ あ る の も 憂 慮 す べ き 実 態 で あ

る 。  

 次 に 、 月 別 の 発 生 状 況 で は 、 年 間 通 じ て 発

生 が 平 均 化 し 、 ９ 月 及 び １ ０ 月 を 除 い て 略 均

的 に 発 生 し て い る 。 こ の こ と は 、 曜 日 別 に お

い て も 同 様 の 傾 向 が 指 摘 さ れ 、 曜 日 毎 の 目 立

っ た 差 異 を 見 い だ せ な い 。 こ れ ら の 事 は 、 社

会 生 活 環 境 が 、 季 節 、 月 、 曜 日 と い っ た 要 因

で 区 分 で き な く な っ て き て い る こ と と 呼 応 し

て い る 。  

 本 研 究 で 最 も 興 味 深 い こ と は 、 人 身 事 故 が

月 齢 中 、 上 弦 期 に 多 く 発 生 し て い る 傾 向 が 認
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め ら れ た 点 で あ る 。 こ れ に つ い て 、 生 体 リ ズ

ム の 観 点 か ら 考 察 し て み る 。  

 生 体 リ ズ ム を 規 定 す る 生 体 内 の 機 構 は 、 生

体 時 計 と 呼 ば れ 、 昆 虫 ゴ キ ブ リ は 視 葉 、 鳥 類

で は 松 果 体 、 哺 乳 類 で は 視 床 下 部 視 交 叉 上 核

が 調 節 し て い る 。 こ れ ら 、 動 物 の 周 期 性 現 象

に つ い て 多 く の 知 見 が 蓄 積 さ れ つ つ あ る 。 生

物 の 行 動 や 生 理 機 能 が 周 期 的 変 動 を と も な う

現 象 と し て 、 鳥 類 の 渡 り な ど に 代 表 さ れ る よ

う に 、 そ の 機 能 毎 に 一 定 の 周 期 性 を も つ こ と

が 認 め ら れ て い る 。  

 こ れ ら 周 期 性 を 検 証 す る た め に は 、 比 較 的

短 い 周 期 に つ い て は 、 脳 波 や 代 謝 機 能 等 の 生

理 的 機 能 の 変 化 を 経 済 的 に 測 定 す る こ と で 容

易 に そ の 周 期 性 を 確 認 す る こ と が 可 能 で あ る 。  

一 方 、 年 あ る い は 数 年 に 及 ぶ 周 期 性 は 個 々 の

生 体 に 着 目 し て 確 か め る こ と は 困 難 で あ る 。  

こ の よ う な 比 較 的 長 期 に ま た が る 行 動 の 周 期

性 を 検 証 す る 方 法 は 、 そ の 現 象 を 客 観 的 、 量

的 に 記 述 す る こ と に よ っ て 、 一 定 の 法 則 性 を
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他 の 外 的 基 準 と の 相 関 関 係 に よ っ て 見 出 そ う

と す る の が 普 通 で あ る 。 本 研 究 は 、 こ の 意 味

で の 人 身 事 故 と 月 齢 と の 関 係 に つ い て 、 一 つ

の 結 果 を 提 言 し て い る 。 即 ち 、 上 弦 期 に 人 身

事 故 が 多 く 発 生 し て い る 事 実 は 、 人 身 事 故 が

道 路 交 通 環 境 や 運 転 技 術 の 巧 揺 に 由 来 す る も

の と は 違 っ た 要 因 に お い て も 発 生 し て い る こ

と が 予 測 さ れ な け れ ば な ら な い 。 そ し て 、 交

通 事 故 対 策 に と っ て 新 し い こ と ま で と は 異 な

っ た 抑 止 施 策 の 導 入 の 必 要 性 を 強 く 示 唆 し て

い る 。  
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